
(57)【要約】
【課題】  建物の屋上、バルコニー等を容易に緑化する
とともに、景観の美しいものとすることができるバルコ
ニー等の緑化構造を提供すること。
【解決手段】  バルコニーの床面１上の一部に、植物２
が植えられたプランタ３を載置し、このプランタ３が載
置された載置部４と、その他の前記床面との境界部に、
前記プランタ３より高い仕切部５を設けることによっ
て、プランタ３自体が前記仕切部５によって隠され、一
方、プランタ３に植えられた植物２は仕切部５から上方
に突出しており、しかも、該植物２は仕切部５によっ
て、載置部４以外の床面１ａから分離しているので、あ
たかも花壇に植えられた植物のような、美しい景観を容
易に造りだす。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  バルコニーまたは屋上の床面が防水処理
され、この防水処理された床面上の一部に、植物が植え
られたプランタが載置され、このプランタが載置された
載置部と、その他の前記床面との境界部に、前記プラン
タより高い仕切部が設けられていることを特徴とするバ
ルコニー等の緑化構造。
【請求項２】  請求項１記載のバルコニー等の緑化構造
において、
前記仕切部が複数の仕切部ピースを連接することによっ
て構成されていることを特徴とするバルコニー等の緑化
構造。
【請求項３】  請求項１～３のいずれかに記載のバルコ
ニー等の緑化構造において、
前記プランタが載置された載置部は、前記床面の縁部側
に配置されていることを特徴とするバルコニー等の緑化
構造。
【請求項４】  請求項１～３のいずれかに記載のバルコ
ニー等の緑化構造において、
前記プタンタが載置された載置部は、前記床面の縁部側
のうち、外側に位置する縁部側に配置されていることを
特徴とするバルコニー等の緑化構造。
【請求項５】  請求項１～４のいずれかに記載のバルコ
ニー等の緑化構造において、
前記プランタが載置された載置部以外の床面上には、床
材が敷設されていることを特徴とするバルコニー等の緑
化構造。
【請求項６】  請求項５記載のバルコニー等の緑化構造
において、
前記床材が、複数の床材ユニットピースで構成されてい
ることを特徴とするバルコニー等の緑化構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、建物の屋上、バル
コニー等を容易に緑化することができるバルコニー等の
緑化構造に関するものである。
【０００２】
【背景の技術】建物の屋上、バルコニー等を緑化する場
合、例えば、レンガ、ブロック、コンクリート等で枠組
みをして、この枠組内に庭土を投入して均し、ここに植
栽を施したり、あるいは、前記屋上やバルコニーに、単
に、植物が植えられたプランタ等を適当に配置したりし
ている場合が多い。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】ところが、前者の場
合、庭土はそれが多量になると、庭土をバルコニー等に
クレーン等を利用して搬入しなければならないので、か
なり大掛かりなものとなり、また、庭土を入れた場合、
そこに植栽を施したり、また、それを植替るのに手間が
かかっていた。一方、後者の場合、植物が植えられたプ

ランタ等を適当に配置しているだけであり、しかもプラ
ンタ自体が見えるので、雑然としたイメージとなり易
く、花壇のような景観の美しいものとするのは困難であ
った。
【０００４】本発明は上記事情に鑑みてなされたもの
で、建物の屋上、バルコニー等を容易に緑化するととも
に、景観の美しいものとすることができるバルコニー等
の緑化構造を提供することを目的としている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明の請求項１のバルコニー等の緑化構造は、例
えば図１に示すように、バルコニーまたは屋上の床面１
を防水処理し、この防水処理した床面上の一部に、植物
２が植えられたプランタ３を載置し、このプランタ３が
載置された載置部４と、その他の床面１ａとの境界部
に、前記プランタ３より高い仕切部５を設けたものであ
る。
【０００６】前記バルコニーまたは床面１を防水処理す
るには、例えば、該床面１上に防水シート６を敷設する
ことにより行う。この防水シート６は、床面上に露出し
ておいてもよいが、該防水シート６上に、これを保護す
るための床材１０を敷設してもよい。前記プランタ３
は、その中に用土を入れて植物を植え込むためのもの
で、上部が開口した容器状に形成されたものである。
【０００７】前記仕切部５は、前記プランタ３より高
く、かつ、該プランタに植えられた植物２を隠さない程
度の高さに形成されたもので、前記境界部に沿って延在
するようにして設けられる。また、前記仕切部５は、樹
脂、金属、コンクリート、レンガ、セラミックス、陶磁
器、木等、どのような材料で形成してもよいが、樹脂で
形成した場合、押し出し成形法によって、長尺な仕切部
を容易に形成することができる。
【０００８】請求項１のバルコニー等の緑化構造にあっ
ては、バルコニーあるいは屋上の床面１の一部に設けら
れた載置部４に、植物２が植えられたプランタ３を載置
することによって、該プランタ３自体は前記仕切部５に
よって隠され、一方、プランタ３に植えられた植物２は
仕切部５から上方に突出しおり、しかも、該植物２は仕
切部５によって、載置部４以外の床面１ａから分離して
いるので、あたかも花壇に植えられた植物のように美し
い景観となる。
【０００９】また、前記載置部４に、植物２が植えられ
たプランタ３を載置するだけで、バルコニーや屋上に容
易に植栽が施され、また、プランタ３を取り替えるだけ
で、容易に植替が可能となる。
【００１０】請求項２のバルコニー等の緑化構造は、例
えば、図２および図５に示すように、請求項１におい
て、前記仕切部５を複数の仕切部ピース１１ａ，１１
ｂ，１１ｃ，１１ｄ，１１ｅを連接することによって構
成したものである。前記仕切部ピースは、横断面が同形
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状になるように形成してもよいし、異なる形状になるよ
うに形成しもよい。横断面が同形状になるように形成し
てた場合、それらを連接することによって、一定幅、一
定高さの仕切部５を容易に形成することができ、また、
横断面が異なる形状になるようにして形成した場合、そ
れらを適宜連接することによって、所定の位置で、所望
の幅、高さを有する仕切部を容易に形成することができ
る。
【００１１】また、前記仕切部ピースの端面は、図６お
よび図７に示すように、側面に対して直角に形成した
り、または、側面に対して所定の角度（例えば４５°）
で形成する。仕切部ピース１１ａ，１１ｂ，１１ｃの端
面を側面に対して直角に形成した場合、仕切部ピースど
うしを、その端面どうしを接合することによって、直線
状に連接することができる。また、仕切部ピース１１
ｂ，１１ｃ，１１ｄ，１１ｅの端面を側面に対して所定
の角度で形成した場合、仕切部ピースどうしを、その端
面どうしを接合することによって、所定の角度で連接す
ることができる。
【００１２】請求項２のバルコニー等の緑化構造にあっ
ては、仕切部５を複数の仕切部ピース１１ａ，１１ｂ，
１１ｃ，１１ｄ，１１ｅを連接することによって、所望
の長さ、幅、高さを有する仕切部５が容易に形成され、
これによって、バルコニーあるいは屋上の床面の平面的
な大きさや形状に対応した、仕切部を容易に形成するこ
とが可能となる。
【００１３】請求項３のバルコニー等の緑化構造は、例
えば図２および図４に示すように、請求項１～３のいず
れかにおいて、前記プランタ３が載置された載置部４
を、前記床面１の縁部側１ｂ，１ｃに配置したものであ
る。前記載置部４を床面１の縁部側に配置する場合、該
床面の縁部全てに配置してもよいし、縁部の一部に配置
してもよい。また、前記床面１の縁部には、建物側に位
置する部位に、建物の外壁が位置しており、また、外側
に位置する部位に、手摺り８や手摺り壁等が位置してい
る。
【００１４】請求項３のバルコニー等の緑化構造にあっ
ては、前記載置部４が床面１の縁部側に配置されている
ので、床面１の内側が活動や休息の場所として有効利用
される。また、床面１の縁部に位置する建物の外壁や手
摺り壁または手摺りの一部が、載置部４に載置されたプ
ランタ３の植物２によって隠されるので、バルコニー等
の緑化を効果的に図れる。
【００１５】請求項４のバルコニー等の緑化構造は、図
２および図４に示すように、請求項１～３のいずれかに
おいて、前記プタンタ３が載置された載置部４を、前記
床面１の縁部側のうち、外側に位置する縁部側１ｂ，１
ｃに配置したものである。前記外側に位置する縁部側１
ｂ，１ｃとは、前記床面１が建物の外壁から突出してい
るバルコニーにおいて、手摺り８や、手摺り壁等が形成

されている外側の縁部側をいう。
【００１６】請求項４のバルコニー等の緑化構造にあっ
ては、前記プタンタ３が載置された載置部４が、前記床
面１の縁部側のうち、外側に位置する縁部側に配置され
ているので、床面１の外側の縁部以外の床面が活動や休
息の場所として広く利用される。また、前記載置部４に
載置されたプランタ３の植物２に、日光がよく当たるの
で、植物の育ちがよく、また、植物２を日光の当たった
明るい雰囲気で観賞できる。
【００１７】請求項５のバルコニー等の緑化構造は、図
１に示すように、請求項１～４のいずれかにおいて、前
記プランタ３が載置された載置部２以外の床面１ａ上に
床材１０を敷設したものである。前記床材１０は、例え
ば上面にタイル等が張られて仕上げ加工が施されている
テラスボード（商品名）が好適に使用されるが、該テラ
スボードの他、ＡＬＣ板、合板、鉄板等を使用してもよ
い。
【００１８】請求項５のバルコニー等の緑化構造にあっ
ては、前記プランタ３が載置された載置部４以外の床面
上、すなわち、人が活動したり休息したりする床面上に
床材が敷設されているので、該床面１に施された防水処
理層６が床材１０によって覆われて、保護されることに
なる。したがって、前記防水処理層６が劣化し難く、ま
た、人の出入りや物の搬入、搬出等の際に、傷付くこと
もない。
【００１９】請求項６のバルコニー等の緑化構造は、図
２に示すように、請求項５において、前記床材１０を、
複数の床材ユニットピース１０ａ…で構成したものであ
る。前記床材ユニットピース１０ａの平面的な形状は、
例えば、正方形、長方形等が挙げられるが、この形状に
限るものではない。
【００２０】請求項６のバルコニー等の緑化構造にあっ
ては、前記プランタ３が載置された載置部４以外の床面
上に、複数の床材ユニットピース１０ａ…を敷き詰める
ことによって、床面の平面的な形状、大きさに対応した
床材１０を容易に敷設することができる。
【００２１】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明のバ
ルコニー等の緑化構造の実施の形態の一例について説明
する。本例のバルコニーの緑化構造は、図１に示すよう
に、バルコニーの床面１が防水処理され、この防水処理
された床面上の一部に、植物２が植えられたプランタ３
…が載置され、このプランタ３が載置された載置部４
と、その他の床面１ａとの境界部に、仕切部５が設けら
れた構成となっている。
【００２２】前記床面１の防水処理は、該床面１上に防
水シート６を敷設することによって行われており、この
防水シート６は、前記載置部４を含む床面１全体に敷設
されている。前記プランタ３は、その中に用土を入れて
植物３を植え込むためのもので、上部が開口した容器状
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に形成されている。
【００２３】前記載置部４は、図２に示すように、前記
バルコニーの床面１の縁部側のうち、外側に位置する縁
部側１ｂ，１ｃに配置されている。この外側に位置する
縁部側１ｂ，１ｃには、図４に示すように、床面１の縁
部から立ち上がる壁７が形成されており、この壁７には
手摺り８が固定されている。この手摺り８は、ガラスや
格子で形成されたもので、該手摺り８を通して植物２に
日光が当たるようになっている。上記のように載置部４
を配置すれば、前記床面１の外側の縁部以外の床面１ａ
を活動や休息の場所として広く利用することができ、ま
た、前記載置部４に載置されたプランタ３の植物２に、
日光がよく当たるので、植物の育ちがよく、また、植物
２を日光の当たった明るい雰囲気で観賞することができ
る。
【００２４】前記仕切部５は、前記プランタ３より高
く、かつ、該プランタ３に植えられた植物２を隠さない
程度の高さに形成されたもので、前記境界部に沿って延
在するようにして設けられている。また、前記仕切部５
は、図１に示すように、内部が中空に形成された樹脂製
のもので、その上部には、前記載置部４側に突出する突
出部５ａが、仕切部５の長手方向に延在するようにして
形成されており、この突出部５ａによって、仕切部５
と、前記載置部４に該仕切部５と隣接して配置されたプ
ランタ３との隙間を隠すようになっている。さらに、前
記仕切部５の下面側には段部５ｂが形成されており、こ
の段部５ｂには、前記床面１に敷設された床材１０の縁
部が挿入されて、該床材１０の縁部の見切りが行われる
とともに、段部５ｂを床材１０に当接させることで、仕
切部５が床面１上に、倒れることなく安定的に設けられ
ている。
【００２５】また、前記仕切部５は、図２および図５に
示すように、５種類の仕切部ピース１１ａ，１１ｂ，１
１ｃ，１１ｄ，１１ｅを適宜連接することによって構成
されている。前記仕切部ピース１１ａは、図６に示すよ
うに、横断面形状を仕切部５の横断面形状に合わせて形
成されたもので、その両端面は側面に対して直角に形成
されている。
【００２６】前記仕切部ピース１１ｂは、横断面形状が
前記仕切部ピース１１ａと同形状のものであるが、図７
に示すように、その一方の端面が側面に対して直角に形
成され、他方の端面が側面に対して４５°の角度で形成
されたものである。また、仕切部ピース１１ｃは、一方
の端面が側面に対して直角に形成され、他方の端面が側
面に対して、前記仕切部ピース１１ｂの場合と逆方向に
４５°の角度で形成されたものである。さらに、前記仕
切部ピース１１ｄは、該仕切部ピース１１ｄを平面視し
た際に平行四辺形となるように、両端面が側面に対して
４５°の角度で形成されたものであり、仕切部ピース１
１ｅは、両端面が側面に対して、前記仕切部ピース１１

ｄの場合と逆方向に４５°の角度で形成されたものであ
る。
【００２７】そして、両端面または一方の端面を側面に
対して直角に形成した前記仕切部ピース１１ａ，１１
ｂ，１１ｃは、それらの直角な端面どうしを接合するこ
とによって、仕切部ピースどうしを直線状に連接するこ
とができ、また、両端面または一方の端面を側面に対し
て傾斜させた前記仕切部ピース１１ｂ，１１ｃ，１１
ｄ，１１ｅは、それらの傾斜し、かつ逆方向に傾く端面
どうしを接合することによって、仕切部ピースどうしを
直角に連接することができるようになっている。
【００２８】上記のように、複数の仕切部ピース１１
ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄ，１１ｅを連接することに
よって仕切部５を構成すれば、所望の長さ、所望の位置
で直角に曲がっている前記仕切部５を容易に形成するこ
とができる。したがって、バルコニーの床面の平面的な
大きさや形状に対応した、仕切部５を容易に形成するこ
とができる。なお、図３に示すように、バルコニーの床
面１の外側の縁部１ｂに沿って一直線状に載置部４を配
置する場合、前記仕切部ピース１１ａ…と仕切部ピース
１１ｂを使用して、仕切部５を形成すればよい。
【００２９】前記床材１０は、前記プランタ３が載置さ
れた載置部４以外の床面１ａに、前記防水シート６上か
ら敷設されたもので、多数の床材ユニットピース１０ａ
…を前記床面１ａ上に敷き詰めることによって構成され
ている。前記床材ユニットピース１０ａは、上面にタイ
ル等が張られて仕上げ加工が施されたテラスボード（商
品名）と称されるもので、平面視長方形に形成されてい
る。また、前記床材ユニットピース１０ａの底面には、
図１に示すように凹溝１０ｂ…が所定間隔で形成されて
おり、床材ユニットピース１０ａ，１０ａどうしの継ぎ
目から流入した雨水等の水が、これら凹溝１０ｂ…を流
れるようになっている。
【００３０】このように、前記床面１ａに床材１０を敷
設すれば、床面１ａに敷設された防水シート６が床材１
０によって覆われて保護されるので、該防水シート６の
劣化を防止することができ、また、人の出入りや物の搬
入、搬出等の際における防水シートの損傷を防止するこ
とができる。また、前記床材１０は多数の床材ユニット
ピース１０ａ…で構成されているので、これら床材ユニ
ットピース１０ａを所定枚数敷き詰めることによって、
床面１ａの平面的な形状、大きさに対応した床材１０を
容易に敷設することができる。
【００３１】上述したように、本例のバルコニー等の緑
化構造によれば、バルコニーの床面の一部に設けられた
載置部４に、植物２が植えられたプランタ３を載置する
ことによって、図８に示すように、該プランタ３自体は
前記仕切部５によって隠され、一方、プランタ３に植え
られた植物２は仕切部５から上方に突出しているので、
該植物２を観賞することができ、しかも、該植物２は仕
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切部５によって、載置部以外の床面１ａから分離してい
るので、あたかも花壇に植えられた植物２のように観
え、美しい景観を造りだすことができる。また、前記載
置部４に、植物２が植えられたプランタ３を載置するだ
けでバルコニー容易に植栽を施すことができ、また、プ
ランタ３を取り替えるだけで、植栽を容易に植替ること
ができる。
【００３２】なお、上記の例では、プランタ３を載置す
る載置部４は、バルコニーの床１の外側に位置する縁部
側１ｂ，１ｃに配置したが、外壁側に位置する縁部側に
配置してもよく、さらには、建物の屋上等の広い場所
に、載置部４を配置する場合、屋上の床面の縁部側に配
置してもよいし、屋上の床面の内側に配置してもよい。
【００３３】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の請求項１
のバルコニー等の緑化構造は、バルコニーまたは屋上の
床面を防水処理し、この防水処理した床面上の一部に、
植物が植えられたプランタを載置し、このプランタが載
置された載置部と、その他の前記床面との境界部に、前
記プランタより高い仕切部を設けたものであるから、プ
ランタ自体は前記仕切部によって隠され、一方、プラン
タに植えられた植物は仕切部から上方に突出しているの
で、観賞することができ、しかも、該植物は仕切部によ
って、載置部以外の床面から分離しているので、あたか
も花壇に植えられた植物のように観え、美しい景観を造
りだすことができる。また、前記載置部に、植物が植え
られたプランタを載置するだけで、容易に植栽を施すこ
とができ、また、プランタを取り替えるだけで、植栽を
容易に植替ることができる。
【００３４】請求項２のバルコニー等の緑化構造は、請
求項１において、前記仕切部を複数の仕切部ピースを連
接することによって構成したものであるから、所望の長
さ、幅、高さを有する仕切部を容易に形成することがで
き、よって、バルコニーあるいは屋上の床面の平面的な
大きさや形状に対応した仕切部を容易に形成することが
できる。
【００３５】請求項３のバルコニー等の緑化構造は、請
求項１～３のいずれかにおいて、前記プランタが載置さ
れた載置部を、前記床面の縁部側に配置したものである
から、床面の内側を活動や休息の場所として有効に利用
することができる。また、床面の縁部に位置する建物の
外壁や手摺り壁または手摺りの一部が、載置部に載置さ
れたプランタの植物によって隠されるので、バルコニー
等の緑化を効果的に図ることができる。
【００３６】請求項４のバルコニー等の緑化構造は、請
求項１～３のいずれかにおいて、前記プタンタが載置さ

れた載置部を、前記床面の縁部側のうち、外側に位置す
る縁部側に配置したものであるから、床面の外側の縁部
以外の床面を活動や休息の場所として広く利用すること
ができる。また、前記載置部に載置されたプランタの植
物に、日光がよく当たるので、植物の育ちがよく、ま
た、植物を日光の当たった明るい雰囲気で観賞すること
ができる。
【００３７】請求項５のバルコニー等の緑化構造は、請
求項１～４のいずれかにおいて、前記プランタが載置さ
れた載置部以外の床面上に床材を敷設したものであるか
ら、該床面に施された防水処理層が床材によって覆われ
て保護されるので、該防水処理層の劣化を防止すること
ができ、また、人の出入りや物の搬入、搬出等の際にお
ける防水処理層の損傷を防止することができる。
【００３８】請求項６のバルコニー等の緑化構造は、請
求項５において、前記床材を、複数の床材ユニットピー
スで構成したものであるから、前記プランタが載置され
た載置部以外の床面上に、複数の床材ユニットピースを
敷き詰めることによって、床面の平面的な形状、大きさ
に対応した床材を容易に敷設することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のバルコニー等の緑化構造の一例を示す
もので、該緑化構造の要部の断面図である。
【図２】同、緑化構造を示す平面図である。
【図３】同、緑化構造における載置部の他の配置例を示
す平面図である。
【図４】同、緑化構造をバルコニーとともに示す断面図
である。
【図５】同、仕切部ピースによって、仕切部を形成して
いる状態を示す斜視図である。
【図６】同、仕切部ピースの一例を示す斜視図である。
【図７】同、仕切部ピースの他の例を示す平面図であ
る。
【図８】同、屋内側から観たバルコニーの緑化構造を示
す斜視図である。
【符号の説明】
１  バルコニーの床面
２  植物
３  プランタ
４  載置部
５  仕切部
６  防水シート
１０  床材
１０ａ  床材ユニットピース
１１ａ，１１ｂ，１１ｃ，１１ｄ，１１ｅ  仕切部ピー
ス
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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